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ヨシュア記23-24章 

ヨシュアの最後のことば 

ヨシュアの最後の言葉です。 

「年老いて老人になっている」というヨシュアが、民に、長老・かしら・さばきびと・
つかさびとを集めて話すというヨシュア記23章と24章です。 

アブラハムから始まったこの一連の神様の約束の導きが、ずっと果たされて、ヨシュ
アになって約束の地に入って、敵を倒して、相続地を分割するというところまで来まし
たということで、安息を賜ってのちというところです。 

ヨシュア記1章の「モーセから与えられたその働きを果たしなさい。強くあれ、雄々
しくあって父たちに誓った地を得させなければいけない。強くあれ、雄々しくあれ。右
も左にもそれるな。律法を守り行いなさい。そうすれば必ず勝利を得ます。」という約
束に従って、ヨシュアの人生が40歳の時に、エジプトを出て40年間荒野を歩いて、それ
から戦って85歳になった時に一度、途中で話をしますけれど、そこからまた25年戦っ
たのですね。110歳で死にますから。その話が終わるところが、集めた場所が24章で
す。「シェケムに集めて神の前に出た」と言っています。23章の方で話した後に移動し
ているようなので、18章の時にシロに天幕を建てました。そのシロの天幕の辺りで最
初23章の話をしているのかなと思います。24章の時はシェケムにわざわざ来ます。 
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24章は前半がヨシュアが主がこう仰せられるというのが13節まで。この一連は主が話
してくださった話です。この主のことばとそのことばに対する民の応答、誓いという形
で構成されています。私が成したという主の証です。「私がやった導きは、あなた方は
見た。この目で見た。救い出しました。あなた方ではなくて私がそれをしました。あな
たがたが労しなかった地を与え、建てなかった町を与えました。自分で作らなかった実
を食べています。」というところで終わりますけれど、神様の導きの歴史、神様がご自
分が成してくださったことを証言している。 

それに対して民がというのが下の段です。ヨシュアが主を恐れ主に仕えます。「あな
たがたはどうするんだ」ということを言うと、「我々も主に仕えます」と。「あなた方
は主を捨てるでしょ」と。「いや私たちは主に仕えます」というのが2度ありますね。
それでヨシュアは「あなたがたが仕えるといったその証言の通りにしなさい。われわれ
は主に仕えます。」ここで1回、2回、3回ありますね。それで証の石を立てて、そこに
律法の書を書きました。神を捨てることがないためにというところで終わりますので、
これは主に仕えますという誓いと、その証拠、証言という構成で主の証言(上段)と民の
証言(下段)ということで構成されています。 

シェケムで集まってと言うのですけれど、シェケムという場所はどういう場所なのか
というと、アブラハムの最初のカナンの地に行きなさいと言った創世記12章です。その
12章のところに出てくる場所です。それが他の神々に仕えていた地から導き出したとい
うこの主の証言の出だしのところが、出た後に最初に祭壇を築く場所。これがシェケム
の地、モレの樫の木のところです。モレの樫の木という言い方ではありませんが、24章
の最後に「主の聖所にある樫の木」と言い方がありますのでアブラハムのその出来事を
指してるんでしょうと。このシェケムという場所はどういう場所かというと、ゲリジム
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山とエバル山という山があります。この祝福の山と呪いの山というものの間に、シェケ
ムがあります。ここに立って「神様の律法を聞いて誓いをするアーメンと言え」という
その場所に戻ってきた。最初のアブラハムに約束された場所に戻ってきて、そこで最後
の誓いをしているということです。それがはっきりとわかるように、ヨシュアのこの後
の24章のところで、ヨセフもそのシェケムに葬ってくれと言われたその葬ることが最後
にも出ています。シェケムに与えるというその場所の話です。 

ゲリジム山とエバル山に集まって、祝福と呪いの話があるのですけれど、23章はまさ
に祝福と呪いの段落に分かれています。最初にヨシュアが戦ったのは神様です。約束の
ようにその地を得ることになりました。また同じようにもう1度言うんですね。そして
敵を追い払いました。それで約束されたように続けて戦ってくれますということをヨ
シュアが言って、「その命令に従わないならば滅び失せます」「従わないならば滅び失
せます」という箇所が2回続きます。祝福の言葉、祝福していたという言い方は入って
いないんですけれど、「神様の約束は必ずなされます」ということを話して、この相続
の地を必ず得ます。約束の地を得るということは、ここで言われてるとこですね。それ
で他の神々に仕えてはならないということなのですが、主を愛する、愛さなければなら
ないというところから始まって、他の神々に仕えるなら…のところなのですが、それが
他の国々と結婚するなら滅びる。他の神々に仕えるなら滅びるというこの二つですね。
ここに入ってますね。7節で「国々と交わる神々の名を唱える」ということが、この約
束の祝福を失ってしまうという呪いの方です。最初(上段)は主が戦ってくださって、約
束の地を与えられました。主の教えを守って、約束を得るようにということを最初で言
われていて、後半(下段)ではその約束を守らないならば滅びます、滅びますということ
で、地を得ること(上段)と地を失うこと(下段)が並行しているという「祝福と呪いの言葉」
ということが言えると思いますので、これ(上段)がゲリジム山側、これ(下段)がエバル山
側のようなことかなと思います。 

13章の1節からのところに「ヨシュアが老人になりました」と1回言ってるこの時が
85歳です。まだ戦いが残っていますということでその後戦いが進んでいって、23章でも
う一度「老人になりました」というふうに言ってるところでした。13章ですね。これの
最後のところが、23章から24章という構成になっています。この神様の証は、創世記
12章の出来事からずっと始まってエジプトから連れ出しました。荒野に住んでいたけれ
ども最後にこの戦いをして相続地を与えましたという二つの大きな出来事ということに
なっています。 

この出だしのところがステパノ、いきなり使徒行伝に飛びますけれど、ステパノの長
い証言があります。使徒行伝7章の出だしを見ると、このヨシュア24章の神様の証言と
同じ出だしです。ステパノはこのヨシュアの24章の神様の証言を引用している。なおか
つ、アブラハムへの約束だということで、創世記の12章を明らかに引用して、この証言
をするということですので、新しい時代が始まるということですね。新しい時代が完成
するという感じですね。約束が成就する時代だということの出だしに、約束の導きのア
ブラハムへの約束の出だしのところからの証言をしているというのは興味深いと思いま
す。 
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